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丹波黒大豆系エダマメ新品種‘紫ずきん 3号'の育成
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Abstract 

‘Murasakizukin 3 gou' was selected from th巴 progenyderived from a backcross between the nonrecurrent parent 

‘Murasakizukin 2 gou' and recurrent parent‘Murasakizukin' .‘Murasakizukin 3 gou' has the same growth properties， such as 

anthesis， harvest time， and the height of the main stem， as‘Murasakizukin'， as well as similar amino acid contents， sugar 

cont巴nts，and cre巴pmpωre properties. The sensuality evaluation is higher. Its pods are brown at maturity. The seeds are spheroidal， 
black， and large in size (73.5 glI00 seed weight). In addition，‘brown bloth symptom'， which is the m句orproblem in 

‘Murasakizukin'， is not observed in‘Murasakizukin 3 gou' due to resistance to A， A2， C， and 0 strains of the soybean mosaic 

virus. In Kyoto Prefecωre，‘Murasakizukin 3 gou' will completely replace ‘Murasakizukin' in 2016 and become available to 

consumers. 

Key Words : sensory test， soybean mosaic virus resistant， sugar， texture 
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緒日

京都府の「紫ずきん」 と称される丹波黒大豆エダ 7 メ

Glycine max (L) Me汀は，収穫時期が早い順から‘紫ずき

ん2号¥ ‘紫ずきん'および‘新丹波黒'の 3品種を利用

し9月上旬から， 10月下旬まで連続して出荷されている.

栽培面積約 60haで販売金額 l億 8，000万円と京のブラン

ド産品の主力品目である ‘新丹波黒'は京都府の在来系

統からの純系分離により (京都府農業総合研究所， 1978)， 

‘紫ずきん'は‘新丹波黒'の放射線突然変異育種により (小

林， 1995)，‘紫ずきん 2号， (三村ら， 2008)は‘紫ずきん'

への‘玉大黒， (山田 ら 1998)の交配育種により育成さ

れた品種で、ある. しかし，大豆の重要病害であるダイズモ

ザイクウイルス(以下， SMV)に対し‘紫ずきん' と ‘新

丹波黒'の両品種は抵抗性を持っていないため， SMV に

かかると縮葉や生育不良を生じ (Kosakaら， 1993)，エダ、

マメの爽茶しみ症 (第 l図)が発生して外観品質の低下を

招き秀品率，出荷収量が低下するなど大きな問題となって
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いる (小坂， 1997;久保ら， 2006).そこで， ‘紫ずきん'

に SMV抵抗性の‘紫ずきん 2号'を交雑して得られた雑

種個体を‘紫ずきん'に連続で戻し交雑し育成を行った

その後， SMV抵抗性， エダマメの大きさ，食味に着目し

て選抜を行った結果， SMV抵抗性を持ち，開花期，収穫

期などの生育特性が‘紫ずきん' とほぼ同様の‘紫ずきん

3号'を育成したので，育成経過と特性を報告する.

第 1図 ダイズモザイクウイノレの感染により発生した縮葉症
状と爽茶しみ症(‘紫ずきん， ) 
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初日4年 猿ずきん

2005年 紫ずきん

2006年 紫ずきん

2007年

2008年

2010年

2012年

2014年 BC2F9 

第 2図 ‘紫ずきん 3号'の育成経過
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第 1表 ‘紫ずきん 3号¥ ‘紫ずきん'および ‘新丹波黒'の固定度

品種 ・系統
主茎長 (cm)

平均 変動係数

節数 (節)

平均 変動係数

百粒重 (g)

平均 変動係数
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Z各品種における主茎長，節数および 100粒重の値は 20株の調査による

材料および方法

1.育成経過

‘紫ずきん 3号'は， 2004年に京都府農林水産技術セン

タ一生物資源研究センタ ーにおいて，SMV抵抗性，大粒性，

良食味を目標に，極大粒，良食味品種の‘紫ずきん'を母

に， SMV抵抗性，大粒，早生品種の‘紫ずきん 2号'を

父と して人工交配を行い得られた FJを温室内で世代を進

め，2005年に F2個体を花粉親として ‘紫ずきん'に交雑し，

2006年 も同様にBCJF2個体を花粉親として再度 ‘紫ずきん'

に交雑し，BC2F2を育成した.その後は，生育特性，SMV 

抵抗性検定，エ夕、、マメの成分分析，物性分析， 官能試験な

どの調査により選抜と形質の固定を図 ってきたもので，

2013年 3月に‘紫ずきん 3号'の名前で品種登録出願した.

世代は， 2014年時点で BC2F9である.

2. 特性調査

‘紫ずきん'を比較対照品種として，6月中旬播種・育苗，

条間 1m，株間 40cm， 6月下旬定植で栽培し，その他 の

耕種概要も京都府の『野菜栽培基準』に基づき栽培管理を

行った (京都府農林水産部， 1994). 2011， 2012年は各品

種 20株，2反復，2013年は各品種 20株， 3反復で栽培 し，

特性調査は l区 12株， 2反復を調査した また，2013年

の固定度調査は l品種につき 20株調査を行った.

第 3図 ‘紫ずきん 3号'の草姿

生

茄で操作後

紫ずきん3号 20mm 紫ずきん

第4図 ‘紫ずきん 3号'の爽および未熟子実
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第 2表 ‘紫ずきん 3号¥ ‘紫ずきん¥ ‘紫ずきん 2号'および‘玉大黒'の各種農業形質

品種 ・系統
開花期 収穫期 主茎長 節数 分校数 精爽重 2粒爽重

(月 ・日) (月 ・日) (cm) (節) (本) (g/株) (g/株)

紫ずきん 3号z8月 l日 9月28日 49.3土1.2Yax 12.9土0.19a 6.25土0.22a 302.2 r 13.1 a 4.35士0.10a 
紫ずきん 8月 2日 9月28日 45.1土1.4ab 12.7土0.31a 5.75 r 0.22 a 275.8土12.8ab 4.51土0.10a 

紫ずきん 2号 7月初日 9月 11日 43.7土0.7b 11.5土0.25b 5.45士0.14a 241.8土10.1b 4.01土0.06b 

玉大黒 7月29日 9月 11日 45.1 r 1.6 ab 12.5土0.26ab 6.42土0.26ab 291.1土15.9ab 2.60士0.04c 

Z一品種につき l区 12株， 2反復，計24株を調査した
Y各品種における草丈，主茎長，精爽重および 100粒重の値を 24株の平均値土標準誤差で示す
混同一列の異なる文字問は， Tulくey-Kramer法により 5%水準で有意差があることを示す

第 5図 ‘紫ずきん 3号'の子実
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成熟期 100粒重
(月 ・日) (g) 

11117 73.75土0.63a 
11118 74.00土0.52a 
10/28 68.88土0.42b 
10/20 45.56土0.61c 

3. SMV抵抗性検定

京都府で発生 している SMVの A系統擢病株(‘紫ずき

ん， )をほ場に配置し，生育期間(定植から開花期)の病

徴発生程度と子実肥大期の若爽からの DAS-ELISA法によ

る SMV検出の有無を基準に抵抗性株を選抜した (Furutani

ら， 2006; Kosakaら， 1993). 

加え接種源とした.接種源を綿棒により初生葉に人工接種

し，抵抗性を調査した (2013年 ;DAS-ELISA法，2014年;

病徴の有無) なお， ‘紫ずきん'は SMVの A，A2， B， C， 

D系統いずれに対しても擢病性， ‘紫ずきん 2号' は A，

A2， C， D， ‘玉大黒'は SMVの A，A2， B， C， D系統に

対し抵抗性である.

4. エダマメの糖類，遊離アミノ酸の分析さらに， 2013， 2014年に -800Cで保存した SMVの A，

A2， B， C， D系統感染葉に 0.1M のリン酸緩衝液 (pH7.2) 

を加え磨砕し，さらにカ ーボランダム (600メッシュ)を

分析用サンフ。ルは定法により茄で操作を行ったエダマメ

から 80%エタノ ールで抽出を行 った(古谷ら， 2012;高橋，

第 3表 ‘紫ずきん 3号 ¥ ‘紫ずきん'および ‘玉大黒'のダイズモザイクウイノレス接種検定結果

品種・系統
A 

接種日 2013/1/7 201311110 

紫ずきん 3号 OZl15Y 0113 

紫ずきん 11111 10110 

玉大黒 0110 

判定は DAS-ELISA法により行った

z発病株数/Y接種株数

1/7 

0/10 

12113 

0110 

夕、イズモザイクウイノレス系統名

A2 B 

1110 1/7 1110 1/7 

0110 15/15 13113 0/15 

11111 10110 11111 

0/11 0111 

接種 3週間後に葉を採取し冷凍保存し ELISA検定を 2013/2/6に実施

C 

1110 

0113 

10110 

D 

1/7 1/10 

0110 0110 

11111 

0111 

第 4表 ‘紫ずきん 3号¥ ‘紫ずきん¥ ‘紫ずきん 2号'および‘丹波黒'のダイズモザイクウイノレス接種検定結果

ダイズモザイクウイノレス系統名
品種 ・系統

A A2 B C D 

接種目 2014/6/3 201417117 6/3 7117 6/3 7/17 6/3 7117 6/3 7117 

紫ずきん 3号 OZl15Y 0115 0115 0115 15115 15115 0115 0/15 0110 0110 

紫ずきん 14/15 15115 12115 15/15 15115 15/15 15/15 13115 15/15 15115 

紫ずきん 2号 0115 0115 0115 0115 15/15 15115 0115 0115 0115 0115 

丹波黒 15115 14114 15/15 15115 15/15 15115 15115 15115 15/15 15115 

判定は病徴により行い，接種目が 6/3は 6/23に，7117は 8/7に検定を行った

z発病株数/Y接種株数
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ト (FMOC)誘導体化したのちに分離して蛍光検出し，総

液量 1.5mL・ min-1で送液した. グラジエントの条件は，B

液 2% (0.0 ~ 0.5 min)， B液 57% (0.5 ~ 20.0 min)， B液

100% (20.0 ~ 23.5 min)， B液 2% (23.5 ~ 25.0 min) とし

た定量は， 15種のアミノ酸標準液(アジレントテクノ ロ

ジー(株))を用いた両計測とも 3反復行った

5. エダマメの物性の分析

物性はクリープメータ (RE2-3305B，(株)山電， プラ

ンジャー 1mm幅平面くさび型)，解析ソフトは破断強

度解析 (BAS-3305-LEVer.2.0， (株) 山電)を用いて破断

荷重 (N)および破断変形 (mm)，もろさ荷重 (N)，もろ

さ変形 (mm)を測定した. また，黒大豆エダマメのもち

もちとした食感の指標として M値を用いた(古谷ら，

2012;野村ら， 2013) 測定速度は，0.5mm・sec-1，クリア

ランスは 99%とした.茄で操作後，種皮を除去し半粒を

子葉接合面(平坦な面)が試料台に接するように置き， 10 

反復測定を行った.

古谷規行 ・小川昂志 ・三村406 

2004) 糖量の分析は，示差屈折計検出器(1260RID， 

ジレン トテクノロジー (株))を装着した高速液体クロマ

トグラフ (1260Infinity，アジレントテクノロジー (株))

を用いた.分析条件は，分離液 70%アセトニトリル，流

速 1.0mL・min-1， カラムオーブン温度 400C，カラム

(Asabipak NH2P-50 4E， Sbodex)を用いた.標品としてフ

ルクトース，グルコース，スクロースおよびマルトースを

使用し，各糖の含量に関する検量線を作成して 4種類の糖

の定量に用いた

遊離アミノ酸量の分析は， HPLC (1260 In盆世ty，

トテクノロジー (株)，検出器:1260 FLD，アジレントテ

クノロジー(株)，カラム:ZORBAX Eclipse P1us C18 (4.6 x 

150 mm， 3.5仰 )，アジレントテクノロジー(株)，カラムオー

ブン温度:40oC)を用いた.移動相は A液として 10mM

リン酸ーホウ酸緩衝液 pH8.2， B液としてアセトニトリル

/メタノ ール/水=45/45/10を用いてオルトフタルアルデ

ヒド (OPA)および 9-フルオレニルメチルクロロフォルメー

ア
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第 6図 茄でエダマメの糖含量の品種間差

図中の縦線は標準誤差を示す

n.s: not significant 
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第5表 ‘紫ずきん 3号 ‘紫ずきん'および‘紫ずきん 2号'の破断特性

品種・系統
破断荷重 破断変形 破断歪率 もろさ荷重 もろさ変形 もろさ歪率

M値
(N) (mm) (%) (N) (mm) (%) 

紫ずきん 3号 4.55土0.29ZaY 1.10土0.04ab 18.9土0.75a 1.18士0.19a 0.19土0.03a 3.15土0.48a 0.43土0.03a 

紫ずきん 4.72土0.26a 0.99土0.04a 18.5士0.87a 1.54:!: 0.13 a 0.26土0.03a 5.00土0.65a 0.39土0.02a 
紫ずきん 2号 5.25土0.30a 1.16:!: 0.03 b 21.6士0.27b 1.15土0.27a 0.17土0.03a 3.18土0.64a 0.41土0.02a 

Z それぞれの品種につき 10粒の子実を調査して得られた値を平均値土標準誤差で表す

Y同一列の異なる文字聞は， Tukey-Kramer法により 5%水準で有意差があることを示す

第6表 ‘紫ずきん 3号 ‘紫ずきん'および‘紫ずきん 2号'の食味官能試験の結果

品種・系統 外観 甘味 旨味 もちもち感 硬さ 総合

紫ずきん 3号 2.40Z aX 1.00 a 0.90 a 0.80 a -0.70 a 1.20 a 

紫ずきん 2.00 a -0.20 b 0.40 ab 0.00 b 0.50b 0.10 b 
紫ずきん 2号Y 0.00 b 0.00 a O.OOb 0.00 b 0.00 ab O.OOb 

z各数値は 30名のパネラーによる評価点の平均値を示す

Y ‘紫ずきん 2号'は標準品種として用いられたため，各項目の値は Oとなっている

X 同一列の異なる文字聞は， Tukey-Kramer法により 5%水準で有意、差があることを示す

6. エダマメの官能試験

茄で操作後，エダマメの爽と種皮を手で除去し官能試験

に供試した(赤津ら， 2002;古谷ら， 2012;増田ら， 1998). 

パネラーは京都府立大学大学院生命環境科学研究科の学生

および教員計 30名で，外観，甘味，旨味，もちもち感，

硬さおよび総合の 6項目について， ‘紫ずきん 2号'を標

準品種(評点=0) として，“良い" (=+1 ~ +3)から“悪

い" (=-3 ~ー1) の聞を 7 段階に分ける方法で評価した.

結果および考察

1. 潔ずきん 3号'の育成

‘紫ずきん 3号'の育成経過を第 2図に示す. 2011年に

SMV抵抗性や開花期がほぼ固定し， 2011， 2012年に特性

調査を行った結果，生育特性，収量性が優良であったので、

2012年に‘紫ずきん 3号'の品種名で種苗法に基づく品

種登録出願を行った.第 l表に 2013年の‘紫ずきん 3号'

の固定度の調査結果を示した.主茎長，節数，百粒重のい

ずれの変動係数も既存品種の‘紫ずきん'や‘新丹波黒'

と同等で形質が固定していると判断した.

2. 特性調査

2012年の‘紫ずきん 3号'と‘紫ずきん'の各種農業

形質について，第2表に示した. ‘紫ずきん 3号'は主茎長，

節数および分校数は‘紫ずきん'と同程度であるが，開帳

性は‘紫ずきん'に比べやや小さい(第 3図). 2粒英の

形や大きさも‘紫ずきん'と同様で極めて大きい.(第4図)• 

‘紫ずきん 3号'の花色は紫色で開花期は‘紫ずきん' と

ほぼ同じで，収穫期も ‘紫ずきん' と同時期である.収量

性も‘紫ずきん' とほぼ同程度であるが(第 2表)，エダ

マメの品質においては，英茶しみ症が発生しないので，‘紫

ずきん' より優れる.

成熟した爽の色は褐色，子実の色は黒色，形は球形，大

きさ(百粒重)は‘紫ずきん' と同程度であり，子実の外

観上の品質についても ‘紫ずきん'同様に裂皮粒の発生が

多く，子実とエダマメ兼用品種の‘新丹波黒' と異なり子

実用品種としての利用は不可である(第 5図)• 

3. SMV抵抗性

SMVの人工接種結果を第 3，4表に示す.‘紫ずきん 3号'

は，交配母本の‘紫ずきん 2号' と同様に A，A2， C， D 

系統に対しては感染個体がなく， A， A2， C， D系統に対

して抵抗性を有しており ‘紫ずきん 3号'のモザイク病抵

抗性は“強"と考えられた. しかし ‘紫ずきん 2号' と

同様に B系統に対しては擢病性であるが京都府で発生が

認められている SMVの系統はAのため(小坂， 1997)，‘紫

ずきん 3号'は‘紫ずきん 2号' と同様に爽茶しみ症の発

生の懸念はないものと考えられる.

4.エダマメの糖類，遊離アミノ酸の分析

収穫適期の‘紫ずきん 3号'のエダ、マメの糖類の分析結

果を第 6図に示した.総糖量，主要糖であるスクロースや

茄で操作により生成するマルトース量は(古谷17;2012; 

増田， 2004)，‘紫ずきん' と有意な差が認められなかった.

また‘紫ずきん 3号'のエダマメの遊離アミノ酸含量の分

析結果を第 7図に示した.総アミノ酸量およびエダマメの

食味に関連するアスパラギン酸， グルタミン酸およびアラ

ニンの合計量も ‘紫ずきん' と有意な差が認められなかっ

た(阿部ら， 2004;古谷ら， 2012;増田ら， 1998;増田，

2000). 糖類およびアミノ酸含量について‘紫ずきん 3号'

は‘紫ずきん' と同等であることから食味が優れる品種で

あると考えられた.

5. エダマメの物性の分析

茄でた‘紫ずきん 3号'のエダマメの破断荷重 (N)，

破断変形 (mm)，破断歪み率(%)， もろさ荷重 (N)，も

ろさ変形 (mm)，もろさ査率(%)およびもちもち感の

指標である M値を第5表に示した.

‘紫ずきん 3号'の茄で、たエダマメの破断荷重は 4.55N
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で‘紫ずきん'の 4.72Nと同程度で‘紫ずきん 2号， (5.25 N) 

より柔らかい傾向を示した.また， M値も 0.43と ‘紫ず

きん'の 0.39と間程度で，その他の破断変形 (mm)，破

断歪み率(%)， もろさ加重 (N)，もろさ変形 (mm)，も

ろさ歪率(%)も ‘紫ずきん' と有意な差は認められない

ことから， ‘紫ずきん 3号'はもちもちとした丹波黒特有

の食感を有していると考えられた.

6. エダマメの官能試験

‘紫ずきん 2号'を標準品種とした官能試験の結果を第

6表に示した. ‘紫ずきん 3号'は甘味， うま味， もちも

ち感，軟らかさ，総合評価が，いずれの項目でも ‘紫ずき

ん' より優れた結果であった. これらのことから‘紫ずき

ん3号'は‘紫ずきん' と遜色ない優れた食味特性を有し

ていると考えられた.

以上のように本品種は， I紫ずきん」の主要病害である

SMVのA，A2， C， D系統に対して抵抗性を有しており，

黒大豆エダマメの品質を低下させる英茶しみ症が発生しな

い品種である.開花期，収穫期，主茎長などの生育特性は

対照品種の‘紫ずきん' と同程度である.また，食味に影

響するとされているアミノ酸や糖含量および物性の評価は

‘紫ずきん' と同等レベルで、あり，実際の官能評価試験に

おいても‘紫ずきん'以上の結果を得ている. ‘紫ずきん

3号'は生産性および食味特性が‘紫ずきん' と遜色ない

優良品種であることから，平成 28年度に‘紫ずきん， (H26 

年度生産面積 22ha) と完全切り替えを予定している.平

成 26年から現地生産用種子の増殖を始めており，平成 27

年から現地生産，市場出荷が始まる予定である.

摘要

丹波黒大豆系エダマメ新品種‘紫ずきん 3号'は‘紫ず

きん' と ‘紫ずきん 2号'の交配後代から得られたダイズ

モザイクウイルス (SMV)抵抗性を持つエダマメ専用品

種である.開花期，収穫期，主茎長などの生育特性は‘紫

ずきん' と同程度である.また，糖やアミノ酸含量，およ

び物性評価では，いずれも ‘紫ずきん' と同等の結果を得

ている.官能評価も同等以上である.また， SMVのA，

A2， C， D系統に対して抵抗性を有することから， ‘紫ず

きん'で問題となっている英茶しみ症が発生しない優良品

種である. ‘紫ずきん 3号'は，平成 28年度から‘紫ずき

ん' と完全切り替えを行い現地生産，市場出荷が始まる予

定である.
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